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NO,２５-14 ２０２５年 7月 6日 

＜年間テーマ＞  新しい歌を主に向かって歌え 
＜ 聖 句 ＞ 

詩編 100：1～3 

全地よ、主に向かって喜びの叫びを上げよ。／喜び祝い、主に仕え、

喜び歌って御前に進み出よ。／知れ、主こそ神であると。 

主はわたしたちを造られた。／わたしたちは主のもの、その民 

主に養われる羊の群れ。 

コリントの信徒への手紙Ⅱ５:17 

だから、キリストと結ばれる人はだれでも、新しく創造された者なのです。

古いものは過ぎ去り、新しいものが生じた。 

≪神戸教会は 2025 年に宣教開始 75 周年を迎えます。≫ 

「安息日の主」 

ある安息日にイエスと弟子たちに麦畑を通った時、弟子たちは麦の穂を摘んで食べて

いました。きっと生麦を口に入れるほどひもじかったのだろうと思います。それを見た

ファリサイ派の人々がイエスに、なぜ安息日にしてはならないことをするのか、と非難

します。安息日を「守る」ため仕事は制限されていました。イエスは、ダビデ王がサウ

ル王から逃亡する途中である土地の祭司にパンを頼み、安息日ごとに神に献げられた聖

なる供えのパンを受け取った出来事に言及しました。ダビデが食べてはならないパンを

食べたのは、ダビデも従者も空腹だったからなのだと。そして言いました。「人の子は安

息日の主である」。ここで「人の子」とはイエスご自身のことです。安息日は神が世界と

人間を創造し第７の日に「休まれた」（シャバット/止まる・休むの意）ことを想起し表

す時です。私たちのいのちも生活も関係性も神が与えて下さり持ち運んでおられること、

この神は解放を与える神であること、神は的外れに生きることがある人間を見捨てず共

にあるという約束に入れて下さっていることを受け取る時です。神の安息にはシャロー

ム（平和）が満ちていたことでしょう。戦争がないだけではなく、人の生が十全に満た

されているという平和が。空腹と困窮の中にいる人々が満たされていることを願う神の

思いから、「安息日」の主として語られた主イエスに感謝します。【井形英絵】 

 
日本バプテスト連盟   神戸バプテスト教会 

牧 師 井形 英絵 

主 日 礼 拝       毎日曜日  午前 10：30～11：45 

共育のひろば    第 1・2 日曜日  午前 11：45～12：40（成人クラスＡ・Ｂ・C） 

 第 2・3・4 日曜日  午前 11：45～12：40  （小学生クラス） 

幼稚園Ｃ・Ｓ        日曜日  午前 9：00～10：20(７月 6・13 日) 

ひまわりひろば      日曜日  午前 9：00～10：20(７月 6・13 日)) 

祈 祷 会          毎水曜日  午後 19：00～20：15 

教会についてのお問い合わせ、バプテスマの希望や他教会からの転入、またご相談のある方は 

牧師、又は教会事務局までご連絡ください。 

    〒650-0003 神戸市中央区山本通 1-7-27  TEL078-231-7187  FAX078-221-5252 

ホームページ：kobe-church.com   事務局Ｅメール：jimukyoku@kobe-church.com 
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◆本日は礼拝後、共育のひろばが行われます。 

◆15：００よりシオンの丘教会川口まな牧師就任式が行われます。井形牧師と執事 1

名が出席します。 

◆次週７月１３日は共育のひろばの後、拡大役員会・役員会があります。各信徒会・委

員会代表の方はご出席ください。 

◆毎週水曜日、１９時より祈祷会として聖書の学びと祈りの時を持っています。聖書の

学びは「聖書教育」の箇所から。７月は民数記です。どうぞご参加ください。 

 

〇オンライン礼拝のためビデオ撮影を行っています。（10:27～終了まで） 

○礼拝堂 2階でお子さまと一緒に礼拝をお守りいただくことができます。 

〇第 1週は託児があります。 

 

＊印はご起立願いますが、体調の悪い方などはお座りのままご参加ください。
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祈りの課題 

１、 神戸開始バプテスト教会2025年度の福音宣教、諸活動のために。各実行委員会の働きを覚えて。 

２、 光の丘幼稚園園児・保護者・教職員ために。２０２５年度の保育のために。夏の保育の安全のために。 

３、 井形英絵牧師の働きと健康が守られますように。 

４、 能登半島豪雨・地震、宮崎地震、山形大雨災害、世界各地で被災された方々、支援にあたっておられる方々のために 

５、 イスラエル、パレスチナ、スーダン、ミャンマー、アフガニスタン、ウクライナとロシアなど紛争と戦争の只中にいる

方々の命が守られますように。すべての人々のいのちが尊重される自由と平和が実現しますように 

６、 ミャンマー･タイ、台湾地震、モロッコ、リビアの災害、トルコ・シリア大地震など自然災害で被災された方々の命と

日々の生活が守られますように。 

７、 子どもたちの心と体の成長が守られますように。ユースと青年の方々のために。 

８、 病の中にある方、療養中の方、その方々を支えておられるご家族のために。 

９、 困難の中にいる方々と共に生きるすべてのキリスト教会と信徒の信仰生活の守りのために。 

１０、 新会堂建築計画の導き。会堂建築委員会の働きのために。 

１１、 これからの神戸教会のために。教会員が共に語り合い、主の御心を求めることができますように 

【連盟・連合・他教会の祈り】 

  ◆日本バプテスト連盟の全国311の教会・伝道所のために。加盟教会間の協力伝道が豊かに展開されますように。 

◆関西地方教会連合の３4教会のために。無牧師教会を覚えて。 
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い
か
に
幸
い
な
こ
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ょ
う
、背
き
を
赦
さ
れ
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を
覆
っ
て
い
た
だ
い
た
者
は
。 

い
か
に
幸
い

さ
い
わ

な
こ
と
で
し
ょ
う
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ゅ

に
咎と

が

を
数
え
ら
れ
ず

か
ぞ

、
心こ

こ
ろ

に
欺
き

あ
ざ
む

の
な
い
人ひ

と

は
。 

わ
た
し
は
黙
し
続
け
て
、絶
え
間
な
い
呻
き
に
骨
ま
で
朽
ち
果
て
ま
し
た
。 

御
手

み
て

は
昼ひ

る

も
夜よ

る

も
わ
た
し
の
上う

え

に
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く

お
も

、
わ
た
し
の
力ち

か
ら

は
、 

夏な
つ

の
日ひ

照
り

で

に
あ
っ
て
衰
え
果
て

お
と
ろ
え
は
て

ま
し
た
。 

わ
た
し
は
罪
を
あ
な
た
に
示
し
、咎
を
隠
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

わ
た
し
は
言
い
ま
し
た

い

、「
主し

ゅ

に
わ
た
し
の
背
き

そ
む

を
告
白

こ
く
は
く

し
よ
う
」
と
。 

そ
の
と
き
、あ
な
た
は
わ
た
し
の
罪
と
過
ち
を
、赦
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 
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の
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み
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く

に
生
き
る

い
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と
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、
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。 
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。
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救
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く
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、
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で

か
こ
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た
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わ
た
し
は
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な
た
を
目
覚
め
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せ
、
行
く
べ
き
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教
え
よ
う
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な
た
の
上
に
目
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注
ぎ 
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分
別
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ま
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ば
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。
そ
れ
は
く
つ
わ
と
手
綱

た
づ
な

で 

動
き
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を
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い
。
そ
の
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な
も
の
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る
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か

な
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神
に
逆
ら
う
者
は
悩
み
が
多
く
、主
に
信
頼
す
る
者
は
慈
し
み
に
囲
ま
れ
る
。 

神か
み

に
従
う
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が
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と

よ
、
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ゅ

に
よ
っ
て
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び
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ろ
こ
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れ
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ど
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（
一
同

い
ち
ど
う

）
す
べ
て
心こ

こ
ろ

の
正
し
い

た
だ

人ひ
と

よ
、
喜
び

よ
ろ
こ

の
声こ

え

を
あ
げ
よ
。 


